
[安楽寺（吉見観音）（比企郡吉見町）]見学レポート

　前方が安楽寺



仁王門（1700年頃の再建）が見える





　　　　仁王門より本堂方向を見る



　　　仁王像"阿あ”密迹金剛力士



　　　仁王像"吽うん”の密迹金剛力士





　三棟造り（三間一戸）の八脚門という













　　　　　　仁王門より本堂を見る



　　　　　　本堂（1660年頃の再建）/五間堂の平面をもつ密教本堂という江戸時代前期の建築様式











左甚五郎の作といわれる堂内欄間の「野荒しの虎」

インターネットより























































　三重塔（本堂よりも古い江戸時代初期の再建）/和様様式











　　　　基壇が設けられていない











　　　鐘楼











　　天乃岩戸



　　六地蔵





正面は1791年鋳造の阿弥陀如来像で高さ約3メートル、吉見大仏と呼ばれている。また、左手は1910年銅鋳造の地蔵菩薩という















　　　境内の外にも色々と石造物がありました






